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　「梵我一如」，「汝はそれである」という基本原理のも

とに解脱，悟りを求めるヒンドゥ教とは，どのような思

想なのだろうか．　これを理解するために，本稿ではヒ

ンドゥ教が成立するまでの過程を簡単に振り返り，歴史

的な見取り図を作成して，これをヒンドゥ教の基本原理

を理解するための初歩的な一助としたい．

　本論では，この歴史的見取り図を作成する道の途上で，

リグ・ヴェーダにおける「唯一者の展開」という考え方

を，ミレトスの哲人たちの考え方と比較しながら，少し

く見ておくことにする，というのもこの考え方が後にヒ

ンドゥ教の根本原理となり，そこから「梵我一如」や

「汝はそれである」という基本原理が生じてくるからで

ある．

インダス文明　bc2500～bc1500

　インドにそもそも居住していた人々は，チベットやビ

ルマ方面からきた黄色人種であったといわれる．その後

ドラヴィダ族がインド北部のパンジャーブ方面（インダ

ス川上流）から侵入し，農業牧畜社会を作り上げていた

らしい．彼らは生産力を象徴する男根を崇拝し，これが

後のヒンドゥー教徒たちの「リンガ」崇拝の起源となる．

また彼らは象やイノシシや毒蛇の威力を崇め，また樹

木や岩石，さらには河川にも霊が宿っていると信じてい

た．要するにドラヴィダの人々の宗教は，山川草木に霊

ありとするアニミズム的な自然崇拝であったようだ．

　ドラヴィダ人たちがおおよそ新石器時代から青銅器時

代にかけて作り上げた農業牧畜社会，それがおおよそ前

教養部

2500年頃から1000年間の長きにわたって繁栄したイン

ダス文明である．その都市遺跡モヘンジョ＝ダロはイン

ダス河口から約40キロの地点にある．四本の大通りが

東西南北に走り，幅10メートルほどの広い下水道が完

備，所々マンホールももうけられている．また家々には

井戸や浴室があって，排水は下水用土管を通して大通り

の本管にっながっている．さらには広大な公衆浴場，そ

の西隣には大穀物倉もある．幾何学模様や動物模様，あ

るいは植物模様をびっしりと書き込んだ彩色土器や青銅

器が，東西南北おのおの約1200キロに及ぶ広大な地域

から発見されている．象形文字の刻まれた印章なども出

土しているが，この文字はまだ解読されていない．

　さらにインダス文明のもう一っの都市遺跡ハラッパは，

パンジャブ地方にあって，約4500メートル×2500メー

トルの城壁がこの都市を囲んでいる．この城壁の高さは

約10メートル．北門と西門があり，城壁の北側からは，

モヘンジョ・ダロと同様の作業所や穀物倉が発見されて

いる．

　しかしこのインダス文明はインド文化の基底をなす深

い水脈となりながら，おおよそ前1500年頃，歴史の表

舞台からは消えていった．一般にはアーリア人の侵入に

よってインダス文明は滅ぼされたということになってい

るが，考古学的な物証はない．あるいはインダス川の氾

濫が原因であったかもしれないし，海岸隆起が原因であっ

たのかもしれない．

　アーリア人が圧倒的な支配力を発揮し始めと，ドラヴィ

ダの文化は低俗な土着文化とみなされるようになる．し

かしこれは後にアーリアの正統婆羅門を超えてヒンドゥ

教が成立してくる際に，きわめて重要な役割を果たすこ
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とになる．

　　　　サンヒタ－
ヴェーダ本集

　自らをアーリア（高貴）と称する人々はおそらく前

3000年頃には，東ヨーロッパから中央アジアにいたる

草原地帯に住んでいたと考えれている．彼らは人口増加

か気候変動のためか，前2000年頃四方に分散，移動し

始め，その一部はシリア，パレスチナ，メソポタミア方

面に進出し王国を築いた．またペルシャ地方に移住した

アーリア人はイラン・アーリア人の祖先となり，アフガ

ニスタンからパンジャブ地方に移住した人々はインド・

アーリア人となった．彼らはさらにギリシャにも進出し

た．このたあギリシャ語，イラン語，サンスクリット語

等々は，文法的に同一構造を持っており，これらの言葉

を話す人々はインド・ヨーロッパ語（印欧語）族といわ

れている．

　パンジャブ地方に進出したインド・アーリア人は，一

般に家父長的な大家族制のもとに農耕と牧畜の生活を営

んでいた。そして，前1000年頃，危険きわまりない原

始林の奥へ奥へと進出し，徐々にその文化圏の中心をイ

ンダス流域から，東のガンジス川中流地域に移していっ

た，

　彼らは自然の持っ危険な力や恵みをもたらす巨大なカ
　ブラフマン

を「梵」と呼び，これを神が発揮する力だと信じたよう

だ．そして彼らはこの巨大な力を褒め称えあるいは慰撫

すべく祭壇をもうけ，そこで犠牲の獣を切り裂き，血を

注ぎだし，火にかけて焼きっす儀式（供儀）を行った．

　ちなみに旧約聖書の「創世記」第22章には，アブラ

ハムがその息子イサクをモリヤの山で神の犠牲に供しよ

うとする場面が描かれている．バビロニアからカナンま

で旅をしたアブラハムー族もまた，供儀の力を信じるアー

リア人だったといえよう．

　ところでインド・アーリア人たちは，供儀に際して巨
　　　ブラフマン
大な力「梵」を誉め讃える歌を歌った．この「歌詞」に

よって巨大な力は慰撫され，一族の安寧がはかられる，

と彼らは信じたのである．また病気や災いといった有害

な自然の勢力に対しては，それを抑えるべき呪いの言葉，

「呪詞」を語ることによって対抗しようとした．っまり

彼らは言葉が力を持ち，その言葉の力が，宇宙を動かす

力と呼応すると考えたのである．そしてこの言葉が持っ

力もまた「梵」と言われた．そのような力を持った言葉

を集めたものが「ヴェーダ」聖典である．これらの力有

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　ソる言葉は人間が創作したものではなく，遙か昔の聖仙た

ちが聞き取ったものと考えられた．それ故に「ヴェーダ」
　　ンa　ルテ　ィ
は，天啓文学（シュルティ＝聴いて得たもの）といわれ

ている．ちなみに「ヴェーダ」とは「知る」を意味する

サンスクリット語vid一から生じた言葉で，そもそも知識

一般を意味するが，これが特に宇宙の秘密の力を解き明
　　　　ヴ　　L　　ロ　　ダ

かす「宗教的な智慧」を意味するようになった．
　　　　　ヴ　　L　－　　ダ
　この「宗教的な智慧」を占有していたのが婆羅門であ

る．婆羅門とは「ブラフマナ」（ブラフマンを有するも
　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン
の）から転じた語で，「言葉としての力を有するもの」

という意味である．もっぱら婆羅門のみがヴェーダ聖典

の賛歌や呪詞を語ることができ，それ故彼らのみが「言
　　　　　ブ　　ラ　　フ　　マ　　ナ
葉としての力を有するもの」と見なされたのである，

「神には二種有り，神は神であり，学識がありヴェーダ

に精通している婆羅門は人間的神である」（『ヒンドゥー

の神々」せりか書房　54頁）と述べられている．婆羅門

たちは神とも見なされ，その力はこの時代には絶対的な

ものであったのだ．

　この婆羅門が取り仕切っていた宗教，それが「バラモ

ン教」である．それはもっぱら一族の「招福除災」を祈

念する「御利益信仰」であった．我々の方で言えば「福

は内，鬼は外」といったところだ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンヒタ－
　この婆羅門僧たちが掌握していた「ヴェーダ本集」聖

典は，祭式を執り行う祭官の役割に応じて4種に分類さ

れている．

　1）『リグ・ヴェーダ』（リグ＝賛歌）は，神々を祭場

に勧請する役割を持っホートリ神官たちによって掌握さ

れている．彼らがもっとも頻繁に勧請したのは，最高神，

インドラ（帝釈天）であったようだ．というのも『リグ・

ヴェーダ』の四分の一は，この最高神，インドラ（帝釈

天）に捧げらているからだ．

　インドラは，水をせき止めて悪さをする悪竜プリトラ
　バジュラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ－ヴァ

を金剛杵と呼ばれる武器を投じて殺す武勲の神である．

この神の物語の背景には，おそらくインド・アーリア人

が先住のドラヴィダ人と戦った歴史が隠されているだろ
　　パジュ　ラ
う．金剛杵を投げっけるインドラはアーリアの英雄，悪

さをするブリトラはドラヴィダの将軍と考えられる．
　　　　デ－ヴァ
　インドラ神は雷帝とされているから，彼の投げっけた

金剛杵は雷光を象徴するのであろう．ギリシャ。アーリ

ア人たちの最高神ゼウス（デウス）もまた雷神であった

ことが，すぐにも思い出される．イラン・アーリア人の

信奉するゾロアスター教の最高神アフラ・マズダも，光
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りの神である．時代がずっと下ってプラトンが描く「洞

窟の讐喩」の中でも，洞窟の外に燦然と輝く　「善
　イ　　デ　　ア

そのもの」は，太陽によって象徴されている．前3000年

頃に四方に散る以前，アーリア人たちは光りもしくは雷

を神の象徴として崇めていたにちがいない．

　さらにホートリ神官たちは，インドラ神に次いで重要

な「ヴァルナ」神を賛美した．「ヴァルナ」は宇宙全体
　　　　　　　　リ　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アvヤ

の運行を司る「天則」（ゾロアスター教の「天則」）と，

人間世界の秩序の両者を維持する峻厳な司法神であり，
　リ　タ

「天則の守護者」と言われる．後にこの神は水の神とさ

れ，後に仏教に取り入れられて「水天」となった．

　「リグ・ヴェーダ』では他に，火神アグニ，風神バー
　　　　　　　　バジュ　ラ
ユ，前述の武器（金剛杵）を作る工巧神トゥバシュトリ，

天神ディヤウス，酒神ソーマ，死神ヤマ（仏教の説く閻

魔），河川の女神サラスバティー（弁財天）等々多くの神々

が勧請されている．インド・アーリア人たちは，これら

の神々に供物を捧げ，一族の安寧を祈願したようだ．

　2）『サーマ・ヴェーダ』（サーマン＝旋律に乗せて詠

われる賛歌）は，歌詠を司るウドガートリ神官に属して

いる．歌詞は『リグ・ヴェーダ』から採ったものがほと

んどであり，これを詠う祭の旋律や音節の長短を特殊記

号で示したものが「ガーナ」と呼ばれる．

　3）「ヤジュル・ヴェーダ』は祭式執行担当のアドバ

リュ神官が掌握するもので，祭式に際して祭具，供物な

どに呼びかける言葉「ヤジュス」（祭詞）や祭式の順序が，

散文で書かれている．

　4）『アタルヴァ・ヴェーダ』は，『リグ・ヴェーダ』

を筆頭とする上記三種のヴェーダとは起源を異にし，非

アーリア系の土着的通俗信仰に発する招福除災の文句

（呪詞・呪誼）が韻文で記されている．これはアーリア

系の婆羅門階級が抱いた信仰とは異なるものである．こ

の『アタルヴァ・ヴェーダ』は，祭式全般の監督官であ

るブラフマン神官の掌握する聖典で，人々は彼らの口を

通して治病，戦勝，開運，豊饒等々を祈願したらしい．

ブラフマナ　ア　ラニヤカ

梵書，森林書

　　　　　　　　　　　　　　　　サンヒタ－　以上4種のヴェーダは，「ヴェーダ本集」と呼ばれる．
　　　　　サンヒタ－　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマナ　　　　ア－ラニヤカ

それぞれの本集にはのちになって①梵書，②森林書，
　ウパニンヤソド

③奥義書といった付属文献が付け加えられてくるが，

一般にヴェーダというというときにはこの本集を指して

いる．

　　　　　　　　　　　ブラフマナ　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン
　その付属文献のうち①梵書は，その名の通り「梵」

とはなんぞやという問いに答えんとする書である．祭式

を執り行う際の規則および祭式の由来や意義を記しっっ，

祭式とはなんぞやといった思索が展開されてくる．
　ブラフマナ

　梵書では，「似たものは，似たものにより生ず」とい

う同一視，一致の思考様式が頻繁に用いられている．語

源の類似をも含めて類似するもの，関係しあうものを徹

底的に取り集め，それらの間に因果関係を見いだそうす
　　　ブラフマナ
るのが梵書に特徴的な思考様式である．その因果関係は

「これに従い，故に，これにより生ず」という思考パター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマンンによって探求される．こうして結局，「梵に従い，ゆ
　ブラフマノ
えに梵により生ず」ということが論証されていくのであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマンる．全て現れている個物は，宇宙の最高の潜在力，梵の

　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン顕現であると見なされるのである．梵は太初の無である

　　　　　　　　　　　　　タ　　パ　　ス
が，これが有たらんとする熱烈な欲望を起こし，森羅万

　　　　　　　　　　　　ブラフマン
象が顕現したとされる．この梵の展開による森羅万象の

出現という考えは，後に述べるように，すでにリグ・ヴェー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマナ
ダに現れているところであるが，それを梵書は上述の思

考様式によって，リグ・ヴェーダのように原理を単に詩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュナ－ナ
の形で提示するだけでなく，論証を伴った知識として提

示したのである．
　　ア－ラニヤカ　　　　　　　　　　　　　　アラニヤ

　②森林書は，人里離れた森林で伝授される難解にし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマナて危険な秘儀が記されている．その思索内容は梵書から
ウパニソヤソド

奥義書に至る中間的過程を示しており，ここで地水火風

空のいわゆる五大がはじめて明らかにされた．

　呪術宗教世界では祭祀の秘儀を知ることが肝要であり，

これら両書はそのような要請に応えんとするものであっ
　　　　　　　　　　　ジ＝ナ－ナ
た．そこでこれら両書は知識尊重の傾向をはっきりと持

っことになり，これが諸処の学術の発展をもたらすこと

になった．たとえば病を取り除くための祭式はいっはじ

めたらよいのか．これを正確に知るために天文学が発達

した．また神々を勧請する祭壇を構築するためには，建

築の基本となる幾何学が必要だった．正確にヴェーダ
サンヒタ－

本集を読諦するために音声学の研究が開始された．ヴェー

ダの語法を正確に知るたあに文法学や韻律論が盛んに論

じられた．また現世利益の典型である治病，息災に成功

するためには，医学の研究が欠かせなかった．
　　　　　　　ブラフマナ　　　　ア－ラニヤカ
　このように①梵書と②森林書両書には，ヴェーダ
サンヒタ－　　　　　　　　　　　 ジュナ－ナ

本集とは異なって，知識への傾きが顕著である．ブラフ

マンとは何であるか，祭祀とは何であるか，という問い

がここで展開され，祭儀主義から徐々に離反して，純粋

思索へと向かう道が準備されてくる．しかしその問いは

現世利益という実用的効果と緊密に結びっき，思索がそ
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こから離れることはなかった．

ウパニシャッド

奥義書における梵我一如

　ヴェ－ダンタ　　　　　　　ウパニノ＋ソド
「ヴェーダの究極」と呼ばれる③奥義書のうち最古の

ものが編纂されたのは，おおよそ前800年頃から前500年

頃と考えられている．ここで展開される思索は完全に祭

祀主義からは離脱し，世界の根源となっているものは何

かということが，純粋な思索のうちで探求されている．
ウバニシャソド　　　　　　　　　　　　ブラフマン

奥義書の時代になると，梵はこれまで様々に考えられた

他の諸原理を排除して第一原理としての位置を明確にし
　　　　ブラフマン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－トマン

た，さらに梵はここでもう一っの重要な原理，我と同一

視されるようになる．

　　　　ア－トマン
　ちなみに我とは，そもそも呼吸するという意味で，ド
　　　　　　　　　　　　　　　　ア－トメン　　　ア－トマン
イッ語の「息をする」という動詞atmenは，我という

古語の痕跡をとどめている．このように呼吸，息という
　　　　ア－トマン
意味を持っ我は，しかしここでは，万物に内在する霊妙

な力，霊魂を意味している．それは，ギリシャ語ならば

プネウマ（霊，生命原理）である．それは一っのまとま

りあるもの，閉じられたものを意味し，this　one，これ，

自己，自体を意味した．だからブラフマンが森羅万象と

なって顕現するとき，「アートマンから」顕現するとい

う表現がなされ，この場合は「それ自体から」，「自ら」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン
という意味になるのである．宇宙を作る強大な力，梵が
ア－トマン　　　　　ア－トマン
それ自体から，それ自体によって個々の存在者として顕
　　　　　　　　　　　　　　ブラフマナ
現すると言うのである．すでに梵書に頻繁に用いられて

いた，語源をも含めた同一視の思考様式がここにも働き，
　　　　　　ア－トマブラフマン
個物に内在する我が梵と同一であると考えられるように

なる．

　　　　ウパニシャソド
　最古の奥義書の一っ，チャーンドーグヤ・ウパニシャッ
　　　　　　　　　　　　　　　　プラフマア－トマン
ドにおいて，哲人シャーンデリアは，梵が我と一致する

ことを次のように言っている．

　「意を本質とし，生気を本体とし，光明をその形とし・・

・一ﾘ万有を保持し，語なく，愛着もなきもの，それが

心臓の内部にあるわがアートマンである．その大きさは

米粒よりも，麦粒よりも…　　黍粒の核よりも微細であ

る．しかもこの心臓の内部のわがアートマンは大地より

大きく，空よりも大きく・・これらの諸世界の全体より

も大きく…　一切万有を保持し，語なく，愛着なきも

のである．このように私の内部に存するアートマンがす

なわちブラフマンなのだ．『この世を去ったのち，かな

らずこれと合一しよう』という意志を持っものには不安

がまったくない．」　（チャーンドーグヤ・ウアパニシャッド3．14．1～4）

　傍点を伏した箇所「アートマンがすなわちブラフマン

なのだ」に明らかなように，ここにはっきりとアートマ

ン即ブラフマン，梵我一如が宣言され，この一如の完成

が全く不安のない状態すなわち解脱であると述べられ

ている．

　このようにブラフマンとアートマンの二原理が同一で

あることを鮮明にする文章は「大文章」と言われている．

大文章には以下のようなものがある．

「このアートマンはブラフマンである」

　　　　　　（ブiJハド。アーラニヤカ●ウパニシャッド2．5．19，　4．4．5）

「私（アートマン）はブラフマンである」同1．4．10

「汝はそれ（ブラフマン）である」Du　bist　Es．

　　　　　　　　　　　　（チャーンド一グヤ．ウアパニシャッド4．8）

　　　　　　　ウパニソヤソド
　以上のように奥義書は盆我一如の原理をきわあて鮮明

に提示した．しかしそこでは原理が提示されるのみで，

この原理を詳しく検討して理論体系にまとめるというこ
　　　　　　　　　　ウパニソヤンド
とはなされていない．奥義書の編纂以降歴史に登場して

くる小乗仏教，大乗仏教，密教そしてヒンドゥ教は，そ

れぞれの立場でこの原理を理論的に検証し，さらにこの

原理を経験的に確証する実践体系の構築を目指すことに

なる．

　ここで，これまでの各種ヴェーダ文

献作成の時代区分を簡単に図で示しておくことにしよう．

インダス文明時代bc2500～1500

ヴェーダ時代bc1500～500

　　　2i＝ZAwaee　bc1500～1000

　　①リグ・ヴェーダ　②サーマ・ヴェーダ

③ヤジュル・ヴェーダ④アタルヴァ・ヴェーダ

　　　＿＿U
　　　：ll；S，＿IEIPtg92ssix　bclooo～800

　　　　　＿．。ド旦

　　　　　聾bc800～500

　　　　　　　　　　　　　　　　　パリナ－マ
『リグ・ヴェーダ』における「唯一者の展開」
　　　　ブラフマナ
　すでに梵書にふれた際に見てきたように，全て現れて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン
いる諸処の個物は，宇宙の最高の潜在力，梵の顕現であ
　　　　　　ブラフマナ
ると見なされ，梵書はこのことを独特の同一視の方法に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマナ
よって論証しようとしていた．しかるにこのような梵書
　　　ブラフマン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンヒク－

における梵の顕現という見方は，「ヴェーダ本集」のう
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ちでもっとも早い時期に編纂された『リグ・ヴェーダ』

のうちにすでに見いだされる．ここに記された「宇宙開
　　　　　ブラフマン　　　　　　　　　　　　　　　パリナ－マ
關の歌」が，梵の顕現を，「唯一物の展開」という形で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリナ－マすでに述べているのである．この「唯一物の展開」とい

う考えが，後にヒンドゥ教の他の諸原理を基礎づける根

本原理となるので，これについて考えておくことにしよ

う．その際我々は，ここで述べられる「唯一物」の考え

を，ギリシャの哲人たちの考えと比較しながら見ておく

ことにする．

　　　　宇宙開關の歌（リグ・ヴェーダ20・129）

　そのとき（宇宙開關の時）無もなく，有もなかった．

空の世界もなく，その上の天の世界もなかった。

　そのとき死も不死もなかった．夜と昼のしるしもなかっ

た．かの唯一物は自力によって風もなく呼吸していた．

これよりほかの何も存在しなかった．

　始原の時，暗黒は暗黒におおわれていた．この一切は

しるしのない水の波だった．空虚におおわれて現れっっ

あるもの，かの唯一物は，熱の力によって生まれた．

　最初にかの唯一物に意欲が現れた．これは思考の第一

の種子だった．

　　　　　　　　ワ　ソ
　これは，太古の聖仙たちが神秘的直感の内に見て取っ
　　　　ブラフマン
た永遠なる梵の顕現の光景なのだ，と私は思う．かれら

はこの光景の出現に関して，その正しさを哲学的に証明

しようとするのでもなく，ただ単にそれに詩の言葉を与

えたのだった．「かの唯一物より他の何も存在しなかっ
　　　　　リ　シ
た」とは，聖仙たちの神秘的直感の詩的表現であるにち

がいない．

　宇宙開關の時とは，厳密には宇宙開關以前の時を指し

ている．現代風に言い換えれば，Big　Bang以前の時で

ある．この「Big　Bang以前の時」を，科学は如何にし

ても問題とすることはできない．しかも科学はBig

Bangの事実をドップラー効果やハッブル望遠鏡によっ

て証明できるにしても，なぜBig　Bangが生じたのか，

その原因にっいては語ることはできない．科学はWhy

の前に沈黙する．太古の聖仙たちは，科学が沈黙せざる

を得ない「Big　Bang以前の時」の有様と，　Big　Bang

の原因を語っているのだ．

　宇宙開關以前には，空間もなければ，「昼夜」即ち時

間もなかった，と聖仙たちは言う．っまりBig　Bang以

前には，時空は未だ成立していない．だから「無もなく，

有もなかった．…　死もなく不死もなかった」のだ．

しかし「かの唯一物」tad　ekamのみは有った，と聖仙

たちは言っている．（「かの唯一物」tad　ekamを我々と

してはOnly　Oneとかltという言葉で呼ぶことにしよ
　　　　　　　　　It　On　y　Oneブラフマン
う）．と言っても，かの唯一物（梵）は，我々が普通，な

んらかのある物（＃e＃ntg）が有るとか無いとか言う意味

　　　　　　　　　　　　　　　　It－　On　y　One
で，有るのではない．この意味ではかの唯一物は，無い

　　　　　　　　　　　　　　It　　on　y　one
のでもなく，有るのでもない．かの唯一物は，我々がふ

っう「有る」という意味では，未だ現れていない．It

はただ動詞，isを取るのみで，未だ補語も他の動詞や

目的語も取ってはいない．っまBig　Bang以前には，

“lt　is．”という状況のみがあった，ただ有るとしか言い

　　　　　　　　　　　　　リ　ソ得ない情況のみがあった，と聖仙たちは言うのだ．

　この聖仙たちとそう時を隔てない頃，メソポタミア方

面に移動したアーリア人のうちの一人，モーゼ（bc15c頃）

は，シナイ山でインドの聖仙たちとほぼ同様の直感を得

たようだ．『出エジプト記』第3章の記述では，神が彼

に現れたと表現されているが，それは深い瞑想の中で彼

が神を直感したということに他ならない．そのとき彼は，

神をどのように直感したのか．

　神はモーゼに言われた．「私はありて有るもの」．また

言われた．「イスラエルの人々にこういいなさい．『「私

は有る」という方が，私をあなた方のところへ使わしま

した』と」．

　モーゼにとって神は，『創世記」に述べられるように

宇宙を創造した唯一者である．その神を彼は，「『私は

有りて有るもの』と言うお方」もしくは「『私は有る』

というお方」という風に直感している．この“Iam”と

いう一人称は神自身の語り方である．モーゼの方から言

い換えれば，この言い方は“It　is”ということになる．

彼もまたかの唯一物を“lt　is”と直感しているのだ．

　深く瞑想する人々は，このような，個々に存在するも

のがすべて消えさり，ただ純粋存在とでも言うしかない

状態が現れてくるのを，等しく直感するのであろう，そ

れは本来，言葉を持ってしてはもはや説明できない言語

道断の情況なのであろう．しかし，これを何とかして言

葉をもって人に伝えようとするとき，その言葉は，“It

is，”であったり，“I　am．”であったり，あるいは「有る

のでもなく，無いのでもない」とか，「無」とか「空」
　　　netl　　　netl

とか「否，否」であったりするのである．四方に散る以
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前のアーリア人たちは，等しくこの深い瞑想経験を持っ

ていたのだ．

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　t
　さて『リグ・ヴェーダ』では，それにとっては時も流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
れず，したがって「永遠の今」のうちで，それは「自力

によって風もなく呼吸していた」と言われている．聖仙

　　　　　　　　　　　　ロ　tたちは本来言語道断であるそれを「風もなき呼吸」のよ

うだと表現したのだ．っまりは，それは彼らの直感にお

いてはきわめてはっきりしてはいるが，言語にしようと

するととりとめようがない，まるで「風もなき呼吸」の
　　　　　リ　シ
ようだ，と聖仙たちはおもったのだ．

　エーゲ海に面するトルコはミレトスの地に住んだアナ

クシマンドロス（bc610～546頃）にも，この直感は共通

している．周知のようにアナクシマンドロスは，世界構

　　　　　　アルケ－　　アペイロン
成の基になる原理を「無規定なるもの」と表現した．こ

の言い回しは，ウパニシャッド期の哲人ヤージニャヴァ
　　　ブラフマンア－トマン
ルクワが梵・我一如の有様を表現しようとして「そうで

もない，そうでもない」（neti，　neti）と言ったのと同じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　ベ　　イ　　ロ　　ン
である．アナクシマンドロスがこの「無規定なるもの」

という言い回しで言いたかったことも，純粋存在とか，

“It　is”とか言われる，言語によってはとりとめようの

ない情況だったのだ．だからあえてこの情況を表現しよ
　　　　　　　ア　　ベ　　イ　　ロ　　ン
うとすれば，「無規定なるもの」という表現がもっとも

ふさわしい，と彼は考えたに違いない．この言葉によっ

て彼は，これ以上規定しようのないもの，空間的時間的

に永遠なるもの，不生不滅にして不易なるもの，無限な

るもの，遍在するものを，なんとか伝えようとしたのだ．

しかも彼はヨーロッパ最初の哲学書，『自然について』

をきわめて荘重な讃歌という形式で書いている．っまり
　　　　ア　　ペ　　イ　　ロ　　ン

彼は，「無規定なるもの」を神として褒め称えたのであ

る．この態度は，『リグ・ヴェーダ』において「宇宙開

　　　　　　　リ　シ
關の歌」を歌う聖仙たちと変わらない．

　さらにまたアナクシマンドロスの弟子，アナクシメネ
　　　　　　　　　　　　　アルケ－　　　　アエ－ル
ス（bc585～528頃）が，万物の根源を「空気」だと言った

のも，Itが言語にしようとするととりとめようのない

事態であることを，彼が直感したからに他ならない．
　アエ－ル

「空気」はまさにとりとめようなく，際限なく，しかも

呼吸ともなり，風ともなり，雨ともなり，雷光とも，火
　　　　　　　　　　　　　　　　アヱ－ルともなる．不生不滅，不増不減の「空気」が一定の場所

で自ら濃密化しまたは希薄化することによって，森羅万

象が生じるのだ，ということを彼は直感し，それを何と

か伝えようとしたのである．

　　　　　　　　　アエ－ル
　ここで語られる「空気」は，アインシュタインが言う

エネルギーと同じだとも言えよう．アインシュタインは，

宇宙に遍在する膨大なエネルギーの固まりが質量である，

と相対性原理の中ではっきり言っている．E－MC　2とは，

言い換えれば，M＝E／C2ということである．っまり質

量Mは光速Cの二乗で割るほどに膨大なエネルギーEの

固まりだ，とこの原理は言っている．ある重さMを持ち

それゆえある形をとった何らかのあるもの（存在者）は，

形無き，重さ無きエネルギーEの凝固なのだ，とこの原

理いうのである．だから私の脳を含めた心身はエネルギー

　　　　　　　　　　　　　アエ－ル
の凝固体，言い換えれば，「空気」の凝固体である，死

によってこの凝りがすっかりほどけてしまうとき，私の

50数キロの心身（M）は宇宙エネルギー（E）にもどっ

ていくのだ．

　　　　　リ　ソ
　インドの聖仙たちはまた，「風もなき呼吸」を別様に

「しるしなき水の波」とも表現している．言うまでもな

くこの「水の波」という表現の仕方は，ミレトス学派の

創始者，ターレスに受け継がれている．彼もまた世界構
　　　　　　アルケ－
成の基になる原理を「水」としたのだった．アナクシマ

ンドロスもアナクシメネスも，ターレスの直感を継承し，

それを自らのやり方で伝えんとしたのである．インドの

聖仙たちやイスラエルのモーゼの直感は，遠く時と場所

を隔てたミレトスの地で深く瞑想する人々にも，同じよ

うに生じたのだ．

　「風もなき呼吸」もしくは「しるしなき水の波」とは，
　　　　　　　　vibration
それを何らかの「波動」として聖仙たちが直感していた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt　Only　One
ことを物語る．そしてこの波動はまた，かの唯一物が顕
　　　　　　　タ　パ　ス
現せんとする「熱の力」とも言い換えられている．現代

科学の教えるところでは，熱とは個々の原子・分子の運

動エネルギーに他ならない，つまり「熱」もエネルギー
　　　　　　　　　　　　　　vibraしion
の運動すなわちエネルギーの「波動」なのである．

　「熱の力」は上の歌ではさらに「意欲」とも言い換え

られている．意欲とは，我々が普通有るという意味では
　　　　　　　　　1t，　Only　One
未だ顕現していないかの唯一物が，顕現せんとする意欲
　　　　ブラフマナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン

である．梵書において述べられていた「梵が有たらんと
　　　タ　　パ　　ス　　　　　　　　　　ブラフマナ

する熱烈な欲望」である．梵書のいう「熱烈な欲望」は，
　　　　　　　　　　　　　t，　　　y　　n　　　　　　タ　パ　ス
『リグ・ヴェーダ』が語るかの唯一物の「熱の力」をさ
　　　　　　　　ブラフマナ　　　　ブラフマン
している．そして梵書のいう梵とは，『リグ・ヴェーダ』

　　　It，　on　y　One
の言うかの唯一物に他ならない．

　　　　　　ロ　t
　ではなぜそれは顕現せんと熱烈に意欲するのか．自己

を経験して確証するためにである．
　　ロ　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　それは非顕現のままでも自己を知ってはいる．それの

自己知とは，即ち，宇宙の出来事に関する全知である．
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　　　ロ　t
っまりそれが自己を知っているとは，全てを知っている

　　　　　　　　　　　　　　tということである．しかしそれは非顕現のままでは，単

なる知に止まるのである．そこで，己の知の内容を実際

に経験し，自己を確証しようとするのである．これが
ブラフマン　　　　　　　　　　　　　タ　　パ　　ス

「梵が有たらんとする熱烈な欲望」である．

　　　　　　　　　　　　　　　　It　On　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　One　こうして『リグ・ヴェーダ』ではかの唯一物，すなわ
ブラフマン　ア－トマンパリナ－マ

ち梵が自ら展開することによって世界が現出する，
　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン　パリナ－マ　ア－トマン
と述べられている．しかもこの梵の展開は自らする
パリナ－マ　　　　　　　　　　　　ブラフマナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン

展開である．ここに梵書において述べられていた梵と
ア－トマン

自らの一致が何の理論的証明もなしにただ提示されてい

る．彼らはただ，彼らの神秘的直感においてとらえられ

た明々白々の事態を，詩的に表現したにすぎなかった．

　ここでリグ・ヴェーダに見られる唯一物の展開の過程

を，図で示しておこう．

ロt　On］y　one

かの　一　＝It　ls⇒　　　＝亜もなき”吸（Big　Bang以前）

　　　　　　　　　　　　　vibration現への意”＝しるしなきフの　＝㌧

ll！1！．9｝ig．！mu

仏教時代bc500～ad600
　　　　　サンヒタ－
　ヴェーダ本集の時代には，個人の霊的救いは未だ真の

問題とはなっていなかった．それが問題となるのは，さ
　　　　　　　　　　　　　　サンヒタ－　　　　　　　　　ブラフマナ
らに時代を経ながらヴェーダ本集に続いて，梵書，
ア－ラニヤカ

森林書等のヴェーダ文献の付属文書が書かれ始めるころ
　　　　　　　　　　　　　　ブラフマナ　　ア－ラニヤカ
になってからである．そして梵書，森林書に次いで
　ヴェ－ダンタ　　　　　　　ウパニシャンド
「ヴェーダの究極」と言われる「奥義書」が書かれる紀

元前500年頃ようやく，個人の霊的救い，解脱こそが，

真に探求されるべき問題として人々の意識に昇ってくる

ことになる．

　しかしこの霊的救い，解脱を求める傾向をもっとも先

鋭化したのは婆羅門の後商たちではなかった．御利益信

仰の「バラモン教」を脱して，解脱・悟りを真剣に求め

たのは，まず仏陀（bc463～383）であった．「苦集滅道」

を説く「四諦」と，「あるものxによってあるものyが

生ずる」という「縁起」を語る仏陀の周りに，多くの人々

が集まり始めた．彼らは自ら仏陀と同じく悟りの境地に

入りうることを確信し，その実現を期すべく「戒定慧」

の「三学」に励んだ．

　アレクサンダーのマケドニア軍を追い払ってインドを

統一したマウリア朝（bc342頃～bc187頃）の頃には，多数

の仏教徒が国外にまで布教に出かけるほどに，小乗仏教

はインドを風靡した．殊にアショーカ王（bc268頃’”232）

は仏教を国家統治の原理となし，彼の庇護の基，第三回
けつじゅう　　　　　　　　　　　　　　けつじゅう

結集が行われた．この結集で，これまで口伝されてきた

仏陀の教えがパーリー語でまとめられ，小乗仏教経典の

基礎が築かれたのである．

　そしてクシャーン朝（adlc～3c）のカニシカ王の時代

（在位ad144？～173？）に，第4回結集が行われ，サンスク

リット語で仏典が整理された．小乗仏教の一派・有部が

アビダルマ哲学を展開し『大毘婆沙論』を完成させ，仏

教理論の基礎が整った．

　そしてこの時代に『般若経』，『法華経』，『華厳経』，

『浄土三部経』等の初期大乗経典が成立し，また仏教八
　　　　　　　ナ－ガ－ルジュナ
宗の祖といわれる竜樹が『中論』において空理論を展

開して，インド大乗仏教の空理論が固められたのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴァスパンドウ
　さらにグプタ朝（ad320～550頃）の時代には，世親が

小乗仏教の立場から全存在を「五位七十五法」によって

把握する思弁を『倶舎論』として展開し，ここに仏教学
　　　　　　　　　　　　　　ヴTスバンドゥ
の基礎理論は完成した．さらに世親はそれまでの小乗
　　　　　　ナ－ガ　ルジュナ
の立場を超え，竜樹の空理論に基づいて，一切は阿頼

耶識の現出に他ならないとする「唯識論」を展開した．

またこの時代には，煩悩におおわれた一切衆生が実は仏

性を宿しているのだ，とする「如来蔵」理論が完成し，

このときインド大乗仏教はいよいよ密教への頂点を目指

し始めたのである．

　インドで仏教が最後の光を放っのは，7世紀中葉以降
　タ　ノ　ト　ラ

に密教経典，『大日経』と『金剛頂経』が著されたとき

のことである．きわめて簡単な語句を唱え，その語句の

持っ力によって招福除災を願うという明究vidyaの信仰

は，言葉の持っ力を信じるヴェーダ時代から，すなわち

仏教成立以前から存在した．また比較的長いサンスクリッ

ト語の文章を読調して，諸々の障害を除く陀羅尼dharani

の信仰も古くからあった．『大日経』や『金剛頂経』は，

これら仏教以前のバラモン教的要素をも取りこんで，明

究vidyaや陀羅尼dharaniを宇宙の真理が自ら語りでる

秘密の言葉として体系化したのである．ここに「五大

（地水火風空）皆響きあり」とする真言mantraの体系化

が完成した．その体系は，密教の教主，大日如来を中心

　　　　　　　　　　　　　　　まんだらとして諸尊が集合する図，つまり曼茶羅としても描き出

された．修行者は一定の順序でこの曼茶羅に心を集中し

仏や浄土の有り様を観想しっつ，っいには自らの心の本

性である清浄な光明に達するとされる．　その後インド
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密教は，徐々に隆盛を回復したヒンドゥ教に圧倒される．

そして仏陀自身がヒンドゥの神，ヴィシュヌ神の化身と

考えられるようになり，ついに仏教はインドから完全に

消えていった．しかしインド仏教の最後を飾った密教は，

チベットに伝えられ，さらには空海によって我が国にも

もたらされることになる．

以上の仏教の時代を，先のヴェーダ時代の図表に付け

加えておくことにしよう．

　①リ

③ヤジュル

イ　ンダス　　明　bc2500～150

　　　　7　　　　　　一買Fーダ本　集の編纂bc　1500～1000
グ　・ヴェーダ　　　②サーマ　・ヴュル　・ヴェーダ④アタルヴァ　・

ブ，フ▼ナ　　アー，呂ヤカ

吹@書、森林書の編纂bc　1000～80

’　ニ　レ　？　7　’

怐@義　書の編纂bc800－50

ヴヱーダ

　ヴェーダ

の bc500～ad600

　　　　　　　　　讐b　3

　　　　　ニー　　bc342～bcl87
　　　　　　アショーカ王bc286？－232

パーd一リー語小乗仏教経典編纂（第3回結集）
　　　　　　　　　8

　　　　　　－・dlc－3c
　　　　　　　カニシカ王ad　144？～173？

ンスクリット語小乗仏教経典編纂（第4回結集）
　　　　　有部のアビダルマ哲学展開
大乗仏教の空理論展開（ゼ　好、d15。－25。頃）
　　　　　　　　　8

，，，A，c．，，　LZLtSE．ENS・d320－550頃

　世　 親（ad4～5）の「倶舎論」（小乗の立場）

　　　世親のf唯識論」（大乗の立場）

一！［．，2g－21S．，IEILI

　　　　　　　　　J

　　　　　　　　　　　　　ad7c以降

ヒンドウ教時代ad600

ヒンドゥ教の時代　ad600～

　ところで婆羅門の末商たちは，この間どうしていたか．

彼らは仏教思想やギリシャ思想を取りこみながら，徐々

に勢いを取り戻しっっ，思索を重ねていた．その思索は

後に婆羅門六派哲学となって結実することになる．それ

らは①サーキヤ学派，②ヨーガ派，③ヴァイシェーシ

カ学派，④ニヤーヤ学派，⑤ミーマンサー学派，⑥ヴェー

ダーンタ学派と呼ばれる．

　①仏陀が亡くなってからしばらくの後，婆羅門の哲

人，カピラ（bc350～250？）は宇宙が二っの構成原理から

　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　ル　ソ　ヤ
成り立っ，と考え始めていた．一っは純粋精神とよばれ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　プルシヤ　 ア－トマン

またアートマンとも言われる．ゆえに純粋精神とは我を
　　　　　　　　　　　　プラクルティ
さしている．第二の原理は根本原質と呼ばれる．これは

宇宙を構成する質量因である．この二元論をうけて
イ－シュパラクリソユナ　　　　　　　　　　　　　カ－リカ－

自在黒（ad4c）が『サーンキヤ頒』を著し，ここにサー

ンキヤ学派と呼ばれる一派が生じた．「サーンキヤ」と

は「数を数え上げる」という意味で，ここでは宇宙の構’

成原理が数え上げられたのである．．そこでこの学派は
すうん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ－リカ－

「数論派」とも称せられる．『サーンキヤ頒』では宇宙

を構成する原理として「二元二十五原理」（二十五諦）が

数えあげられている．
　　　　　　　カ－リカ－　　　　　　　　　　　　　　プラクルティ
　『サーンキヤ頒』が説くところでは，根本原質は宇

宙を構成する質量因であり，我々が先に見たアインシュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラクルティ
タインの「宇宙エネルギー」に相当する．その根本原質
　　サyトヴァ　ラジやス　タマス　　　　　　　　 グナ

には純質，激質，暗質と言われる三種の性質が数えられ
　　　　　　トリグナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラクルティ
る．これら三要素が平衡をたもっているとき根本原質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プルシヤア　トマン
（宇宙エネルギー）は静止状態にあるが，純粋精神（我）

　　　　　　　　　　　　ラジ＋ス
による観照を機会因として，激質に変化が生じ，したがっ
　グナ　　　　　　　　　　　　　　プラクルティ
て性質の平衡状態が破れて根本原質（宇宙エネルギー）
　パリナ－マ

が展開し始めると言われる．いわばBig　Bangがこの
　　　　　　パリナ－マ
とき始まる．展開（Big　Bang）の最初に生じるのが，確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　　ッ　　デ　　ィ
認しっっ判断作用（AisB）を行う根源的思惟機能

（理性）である．これはすべての精神作用の基となるの
　　　　　　　　　プラクルティ　　　　　　　　　　　　　パリナ－マ
であるが，あくまで根本原質（宇宙エネルギー）の展開

したものであって，それゆえ完全に物質的なものである．
　ブ　　　ソ　　デ　　　ィ

根源的思惟機能（理性）とは，言うなれば，身体の一器
　　　　コンピュ－タ
官である電脳の中の電気作用である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バリナ－マ
　次いでこの電気作用に含まれる激質がさらに展開し，
アハンカ－ラ　チッタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラクルティ
自我意識心が生じる．このときも，実は根本原質（宇
　　　　　　　　　パリナ－マ
宙エネルギー＝It）が展開し，“It　does．”が生じているに

　　　　　　　　アハンカ－ラ　チッタ
すぎないのだが，自我意識，心は，この“lt　does．”を

“Ido．”と誤認する．ここに「俺がやっている．これは
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ものだ」という自己中心的な「我慢」が生じてくる．し

　　アハンカ　ラ　　　　　　　　ブyディかも自我意識は，脳内の電気作用である根源的思惟機能

（理性）こそ自己がもっ本来の機能であると誤認し，さ
　　　　　　　　　　　　　　ブ　　ッ　　デ　　　ィ
らにはこの自己と誤認した根源的思惟機能（理性）を
プルソヤア－トマン　　　　　　　ブ　ン　デ　ィ
純粋精神（我）と誤認する．根源的思惟機能（理性）；

アハンカ－ラ　ブルソヤ　　　　　　　プルノヤ
自我意識＝純粋精神というわけだ．純粋精神が脳内にあ

るわけではないのだが，こうして，全ては脳内の電気作

用だということにされてしまう．物質以外には何も認あ

られなくなる徹底した物質主義が，こうして始まる．私

とは物質的な「心身」だ，という強固な固定観値から，

かくして人はほとんど離れることができなくなるのであ

る．

　ア　ハ　ン　カ　－　ラ

　自我意識から次いでさらにその中の激質の変化により，
トリグナ　バリナ－マ

三要素が展開し，五っの感覚器官（眼耳鼻舌身）とそれ

　　　　　　　　　　　　　　　マナスらによる感覚作用をとりまとめる意識が生じる．また
アハンカ－ラ

自我意識中の激質の変化は五っの行為器官（手・足・口・

性器・肛門）も生じさせる．さらにこのときの激質の変

化により五っの対象両領域の微細要素（色声香味触）が

生じ，ここから五っの感覚対象（地水火風空）が生じる．

これらが普段我々が見ているいわゆる物質界を形成する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリグナ　こうして自我意識という電気作用に含まれる三要素の

変化により，①眼②耳③鼻④舌⑤身，⑥意，⑦手・

⑧足・⑨口・⑩性器・⑪肛門，⑫色⑬声⑭香⑮味⑯

触，⑰地⑱水⑲火⑳風⑳空の二十一種が生じること
　　　　　　　　　アハンカ－ラ　　ブソディになる．これに⑳自我意識，⑬根源的思惟機能，⑳
プラクルティ　　　　　　　　プルンヤ
根本原質，および⑳純粋精神の四種を加えれば，合計
　　　　　　　　　　　　　　　プラクルティ　パリナ　マニ十五原理となり，これによって根本原質の展開による

宇宙の創造が説明されたことになる．

　以上見たようにサーンキヤ学派によると，我々が普段

見ているいわゆる物質界とそこでの我々の意識のあり方

は，十重二十重の誤認に基づいている．この誤認がすな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラクルティわち無知である．真実に生じているのは根本原質（宇宙
　　　　　　パリナ－マ　　リ－ラ
エネルギー）の展開，遊戯のみである．しかるに世俗に

　　　　　　　　　　　リ－ラ生きる意識には，これが遊戯であることを見破ることは

　　　　　　　　リ－ラ
とうていできず，遊戯の中で，哀れ，輪廻を繰り返すこ

とになる．

　　　　　　　　　　　　　　　　ブラクルティ
　こうしてサーンキヤ学派によれば根本原質（宇宙エネ
　　　　パリナ－マ
ルギー）が展開するかぎり，生滅流転はやむことはない．

パリナ－マ　　　　　アハンカ－ラ　ブッディ展開が止滅し，それ故，自我意識や根源的思惟機能を完
　　　　　　　プ　ル　シ　ヤ
全に遠離して，純粋精神のみの状態となるときはじめて，

日常的な動揺の一切ない絶対寂静の神秘的境地が開かれ

　　　　　　　　　プルノヤ　ア－トマノ
る．本来清浄である純粋精神＝我のみとなった状態で

は，生死も輪廻も解脱も，もはやなんら関係しないので
　　　　　　　　　ブ　ル　シ　ヤ
ある．しかるにこの純粋精神との合一はヨーガの修行に

よってのみ可能となる．これを実習するものはヨーギン，

　　　　　　　む　に
完成したものは牟尼と呼ばれる．

　①サーンキヤ派は②ヨーガ派と表裏一体となる．

　ところで現代インドの哲人，スワミ・スリ・ユクステ

ワ（ad1855～1936）は，1949年に『聖なる科学」（1998年

森北出版）という書物を著して，サーンキヤの教えと

『ヨハネの黙示録』との間に根本的な一致があることを

　　　　　　　　　　　　プ　ル　シ　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　プラクルティ究明しようとした．かれは純粋精神と根本原質の二原理
ブラフマン　　　　　　　　　ブラフマンプラクルティ　　ブルソヤ
を梵の顕現ととらえ，梵，根本原質，純粋精神を三位一

体と位置づけて，これがキリスト教の三位一体である

「父と子と精霊」にパラレルに関係することを明らかに

した．以下に示すのはスワミ・スリ・ユクステワが説く

内容の概念図である．私は『聖なる科学』を理解するた

めにこれを作成した．この図の詳細な説明には多くの言

葉が必要になる．そのためには稿を改めなければならな

い．そこでここでは，ただ図だけを示しておくことにす

る．上の説明によって，あるいはこの図がご理解いただ

けるかもしれない．

　　　　　　　　　　　　　（図式は次頁の別図を参照）

　①サーンキヤ学派によれば，以上見てきたように，こ

の世界は根本原質の展開にすぎないのであって，いわば

幻視の世界であり実在するものではない．しかるにその

サーンキヤ学派の開祖，カピラ（bc350～250？）に少し遅

れる頃，カナーダ（bc150～50）が出て，『ヴァイシェーシ

カ・スートラ』を著し，世界は幻視などではなく，実在

するものである，と主張した．ここから③ヴァイシェー

シカ学派（勝論派）が生じる．彼は，単純微細で不滅の

原子が結合して複合体をなし，これが我々の感官によっ

て知覚されるところに現実の自然世界が成立すると考え

た．①サーンキヤ学派が，世界に有るものはいわば単

なる名前にすぎないという唯名論の立場をとったのに対

し，③ヴァイシェーシカ学派（勝論派）は実在論的立場

に立ったのである．

　カナーダを承けてプラシャスパターダ（ad5c）は
パダァルタ　　ダルマ　　サングラハ

『句義の特質の綱要』をあらわした．パダとは言葉，ア

ルタとは対象・意味であり，ゆえにパダアルタは「句義」

という意味になる．そしてこの「句義の蒋後」とは存在

　　　　　カテゴリ－　　　　　　　　　　　　　　　　 カテゴリ－
するものの基本様態とも言うべきもので，この基本様態

間の諸関係によって，世界の構造を説明しようとしたの
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　　　　　　カテゴリ－
である．その基本様態

には次のようなものがあげられる．

1

2

Q
U
4
R
J
ρ
U

実体（常住の原子）

①地②水③火④風（宇宙に遍万）

⑤空⑥方⑦時⑧我⑨意（内的感官）

属性

ヒンドゥー教の成立過程

色，声，香，味，触，数，量，苦，楽，識，欲，異

等24種

運動　上昇，下降，屈，伸，移動　5種

普遍　最高位の普遍（存在性）および，その他の普

遍（例：壺性，土性，実体性etc）

特殊原子の数と等しく無数

和合　基体と属性の関係（法を持っ有法と持たれる

法の関係）

　これらは小乗仏教の立場にいまだ立っていた世親（ad

4c～5c）が，『倶舎論』において過未現の三世にわたって
　　　　　　　　　ほったい
実有であるとした「法体＝ダルマ」と同じである．世親
　　　ダルマ
は一切諸法をそれぞれ独立した五位七十五法に分類し，

これら諸法が働くところに煩悩が生じ，したがって苦が

生じるとしたのだった．『倶舎論』はこの③ヴァイシェー

シカ学派の仏教版であったと言ってよい．
ヴァイシェ－ソカ　　　　　　　　　　　　　ダルマ

　勝論派においてもこれら特質が相互に作用するところ

　　　　　　　　マナス
に物質的実体である意の働きが生じ，これが本来清浄な
ア－トマン

我におよんでその清浄さが失われるのである．そこで

このヴァイシェシカの理論をよくよく学び，さらに②
　　　　　　　　　　　　　　マナス　　　　　　　　　　　ア－トマン
ヨーガの実習に励むことによって意の働きを抑え，我と

心身との結びっきが生じなくなったとき解脱が実現する，

と言われている．

　①サーンキヤ学派の開祖，カピラ（bc350～250？）がニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラ－フマナ
原理を提示し始めた頃，口伝によって補われてきた梵書
　　　　　　　　　　　　　　　ブラ－フマナ
の祭式の実行規定が不明瞭になり，梵書の直接記述から
　　　　　ニ＋－ヤ
祭式規定を推理する必要が生じていた．ニヤーヤとは元

来「理論」，「正理」という意味であり，後に論理学研究

一般をあらわす言葉となった，この推理の研究をもっぱ

らとしたのが④ニヤーヤ学派である．開祖はガウタマ

（ad50～150頃）だが，この学派の根本経典『ニヤーヤ・

スートラ』は世紀250～350年頃に作られた．
　　　ブラ－フマナ
　さらに梵書文献のうち祭式の細目に関する解釈を専門
　　ミ－マンサ
に⑤考査する一派が起こった．この派の開祖となった

のが西暦前2世紀頃の人，ジャイミニである．彼の学説

は後1世紀頃，『ミーマンサー経』となる．
　　　　　　ブラ－フマナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ－マンサ
　また，おなじ梵書の知的考察の部分を専ら考査する一

　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ン　タ
派が生じた．この学派はヴェーダの終わりを研究するも

のとして⑥「ヴェーダンタ」と称されてくる．この学派

は①サーンキヤ学派の説くプルシャとプラクルティの
　　　　　　　　　　ブラフマン
ニ元論を激しく攻撃し，梵一元論を徹底して追求した．

　この学派の祖，バーダラーヤナ（bc100～ad1）は，人間

は何のたあに生きているのか，人生に目的はあるのかと

問い，解脱こそが生きていることの目的である，と説い
　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン
た．またアーシマラティア（bc3c？）は，梵が宇宙を構成
　　　　　　ブタクルティ　　　　　　　　　　　　ア－トマン
する原料物質（原質）であり，それが自ら展開するとこ
　ア－トマン　　　　　　　　　　　　ブラフマア－トマン

ろに我が生じると考え，梵と我の関係を火と火花のごと

しと説いている．さらにアウドローミ（bc3c？）は，修行
　　　　　　　　ア－トマン　　　　　　　　　　　　ブラフマン
を積むことによって我は死後身体を脱して梵と合一する

と考えた．しかるにカーシャクリッナ（bc350～250）は，
　　　　　　　　　　ア　トマン　　　　　　　　　　ブラフマン
生きている今そのままの我の状態のうちに梵は存在す

るのだと主張した．この考えでは俗のうちにそのまま聖

が存在することになる．これらの先達の考えに基づき，

おおよそad　400年頃にはこの学派の根本経典，『ヴェー
　　　ス－トラ
ダーンタ経』が成立した．

　こめ学派からは後世，重要な注釈家シャンカラ（ad8c）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラフマノ
があらわれた．彼の考えによると，世俗の世界は神（梵）
　マ－ヤ
の幻力によって仮に現出しているにすぎず，真実に存在
　　　　　ブラフマン
するのはただ梵のみである．それは不変，永遠にして部

分を持たず，何らか規定されるべき属性を一切持たない．
　　　　　　　　　　　　ア　　ベ　　イ　　ロ　　ン
（アナクシマンドロスの「無規定なるもの」を想起せよ）

　　　　パ　ラ　マ　ブラフマン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　ラ　マ

それは「最高の梵」と呼ばれる．しかるにこの「最高の
ブラフマン

梵」は世界顕現のために低次の姿をとる．それが
　ア　パ　ラ　ブラフマン

「低次の梵」といわれ，また，世界を顕現させる神イー
　　　　　　　　　　　　　　　パラ　マ　ブラフマン
シュバラとも言われる．世界は「最高の梵」が仮に現れ

　マ－ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴィヴァルタのヴァ－ダ

た幻なのである．この考え方は仮現説と言われている．
　　　　アヴィディヤ－
しかる人は無明におおわれて，世界が仮に現れている
マ－ヤ

幻にすぎないことを見抜くことができない．真実に存在
　　　　　　　　　アドヴァイタ　　　　　パラ　マ　ブラフマン
するのは唯一にして不二なる「最高の梵」のみである．

第二のものたる現象世界，幻の世界は存在しない．この
　　　　　　　　　　　　　　アドヴァイタ
ように説くシャンカラの説は「不ニー元論」と呼ばれ

’る．

　　　　　　　　　　　　　　ブラフマン
　なるほどこの世俗の世界は神（梵）の幻力によって仮

に現出しているにすぎないのではあるが，それでも神
ブラフマン

（梵）の現出である限りにおいて世俗世界もまた聖なる

ものだ，とシャンカラは考える．つまり世俗世界はひと
　　マ－ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ－ヤ

たび幻として否定され，人が幻を脱した瞬間，聖なるも

のとしてすくい取られるのである．

この事情は次のように図で示すことができよう．
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　　匁選i奪）

良世界（非実在）1

実線は実在を示す

点線は非実在を示す

楕円は聖性を示す

大多和　明彦

　死後もインド人の間に圧倒的な人気を保ち続けている

ラーマクリシュナ（1836年～1886年）は，シャンカラの
　　　パラ　マ　ブラフマン　　　ア　パ　ラ　ブラフマン

言う「最高の梵」と「低次の梵」との関係を次のように

わかりやすい言葉で語ってくれている．
　　　　　　ブラフマン
　「あのお方（梵＝lt）が創造，維持，破壊をなさる（現

　　　　　　　　　　　　　　　　サ　グ　ナ
出する）と見るとき，あのお方を『有要素」ブラフマン
ア　パ　ラ　ブラフマン　　　　　　　アンデヤシャクテイ

（低次の梵）または『根源造化力』と言う．あのお方が
　　　グナ　　　　　　　　　　　　　　パ　ラ　マ　ブラフマン

三種の要素を越えている（最高の梵）と見るとき，あの
　　　　ニ　ル　グ　ナ

お方を『無要素ブラフマン』または「超心語』なるもの

あるいは「最高ブラフマン』という．」

　　　　　　　　　　　　　ニンテヤ　　リ－う
　さらにラーマクリシュナは不動と動と言う言葉を使っ
　　パ　ラ　マ　ブラフマン　　　ア　パ　ラ　ブラフマン

て「最高の梵」と「低次の梵」との関係を次のように語っ

ている．

　　ニ　ッ　テ　ヤ　　　　　　　　　　パラ　マ　ブラフマン　　　　　　　　　　リ　　－　　ラ

　「永遠不動の大実在（最高の梵・超越）が，変化活動
ア　パ　ラ　ブラフマン

（低次の梵・内在）するのだよ．だから私はニッテヤも

リーラもみんな受け入れる．マーヤだからといって，こ

の世界を除けたりしないよ．そんなことをすれば目方が

減るもの．智者たちは，すべては夢まぼろしだと観る．

神の信者（バクテイする人）はすべての状態を受け入れ

るんだよ．」（『不滅の言葉』104頁）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ニンテヤ　　リ－う
　さらに続けてラーマクリシュナは不動と動の関係を

次のように語る．

　「聖音『オーム』の説明をするのにお前たちは，『ア

（創造）ウ（維持）ム（破壊）』と言っているようだね．し

かし鐘のトーンという音にたとえてみよう．『卜，オ，

オ，ム』．

　鐘を打っということは，大海に大きなものを落として

波が広がっていくようなものだ．リーラ（波）からニッ

　　　　　　　　　　　　　　　マ　－　ヤ
テヤ（大海）に融けこむ．粗大（現象界；ト），精妙（プ

ラクルテイ＝オ），原因（内在ブラフマン＝オ）から，大

原因（超越的ブラフマンニム）に吸収される．覚醒（ト），

夢（オ），熟眠（オ）から超越意識（ム）に融けこむ．

　ニッテヤ（ム）からリーラ（ト，オ，オ）がはじまるん
　　　　　　　パラ　マ　ブラフマン
だよ．大原因（最高の梵・超越的ブラフマン＝ム）から，
　　　　マ　－　ヤ
粗大体（現象界＝ト），精妙体（プラクルテイ＝オ），原
　　　ア　パ　ラ　ブラフマン

因体（低次の梵・内在ブラフマン＝オ）が現れる．あの
　　　　　　パ　ラ　マ　ブラフマン
超越意識（ム）（最高の梵）から，覚醒（ト），夢（オ），熟

眠（オ）のすべての状態が出てくるんだよ．大海の波

（内在）は大海そのもの（超越）に溶け込む．ニッテヤ

（ム）からリーラ（ト，オ，オ）へ．そしてリーラ（ト，

オ，オ）からニッテヤ（ム）へ．」

　　　　　　　　　　　　　　（『不滅のコトバ』106頁）

　このラーマクリシュナの言葉をまた図で示しておけば

次のようになろう．

　　　マ　ー　ヤ
e大（現象界＝ト）

精妙（プラクルテイ＝オ）

原因（内在ブラフマン＝オ）

大原因（超越的ブラフマン＝ム）

覚醒（ト）〈＝コ

夢（オ）

熟眠（オ）

超越意識（ム）

（ニッティヤ）

　さらにラーマクリシュナはよく詩を作って信者たちに

聴かせていた．
　すがた　　　　　さが　　　　　　　　　　　　バ　ラ　マ　ブラフマン

　　相なく　性なき　わが父（最高の梵）

　　　　　　　　　　　　　　　ア　パ　ラ　ブラフマン
　　いろいろに形なす　わが母（低次の梵）

　　彼（父）を讃え此（母）を責むるに益なし

　　天秤の重さは同じ　両の皿

　　　　　　　　　　　　　　（『不滅の言葉』128頁）

　　　　　　パラマ　ブラフマン　アパラブラフマン
　上の詩では最高の梵と低次の梵の関係が，父と母とい

われている．この讐喩の仕方を彼は好んだようだ．
　　　　　　　　すがた　　　　さが
　「無性のもの（相なく性なきわが父）が即ち一切性

（いろいろに形なすわが母）だ．ブラフマン（父）が即ち

シャクテイ（根源造化力＝大生命力＝母）だ．動かない

ものとして考えるとき，それをブラフマン（父）という．

創造し，維持し，破壊すると考えられるとき，それを
ソ　＋　ク　テ　イ

根源造化力（母）という．また宇宙の大実母，カーリー

と呼ぶ．

　ブラフマン（父）とシャクテイ（母カーり一）は同じも

の，火と燃える力のようなもので，一方を考えれば，も

う一方も考えないわけにはいかない．永遠不同なもの

（父）なしに，無常変化（母）を考えることはできない．

シャクテイ　　　　　　　リ　－　ラ
根源造化力（母）は常に変化活動（遊戯）して，創造し，

維持し，破壊しているかのように見える．それを，お母

さん，母なる神と呼ぶのだ．ブラフマン（父）であるも
　　カ－　リ－
のが大実母，シャクテイなのだ．プルシャ（父）である
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ものがプラクルテイ（母）なのだ．，水は静かなとき（父）

も水だし，動いて波だっていて（母）も水だ．蛇はうねっ

て進んでいるとき（母）も蛇だし，とぐろを巻いてジッ

としていて（父）も蛇だ．永遠の大実在，またの名をブ

　　　　　　　　　　　　　　　　カ－ラ
ラフマン（父）．またもう一っの名を時（父）という．な
　　　　　　　　カ－ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　カ－ラ

んと多くのものが時によって生まれ，時によって去って
　　　　　　カ－ラ　　　　　　　　　　　　　カ－リ－
行くことか．時（父）は宇宙の大実母と交接してあらゆ
　　　　　　　カ－リ－　　ソヤクテイ
るものを生む．大実母は根源造化力だ．
カ－ラ　カ－リ－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おなじ
時と大実母．ブラフマン（父）とシャクテイ（母）．不異

だ．」　　　　　　　　　　　（『不滅の言葉』200頁）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パクティ　ヴィシュヌ教徒でもあったラーマクリシュナは「信愛」

を何よりも重んじた人だった．

　「つまり，こういうことさ．神様に本気で惚れうとい

うことだ．…　　とにかく夢中になってあのお方（ヴィ

シュヌ）を呼ぶことが必要なのさ．猫の仔はただミャー

ミャー暗いて母さん（ヴィシュヌ）を呼ぶことだけ知っ

ている．…　　ほかにはなにも知らない．母さんはどこ

にいても，このミャーミャーという哺き声を聞けばすぐ

にとんできてくれる．」　　　　　　　　（同上41頁）

　修業のやり方を聴かれて，彼は次のように教えている．

「『先生，修行の方法を教えて下さい．』

『方法はね，夢中になること．っまりあのお方が大好き

になること．それから祈り．』

『好きになることと祈りとどちらが先ですか．』

『神様に惚れるのが先．その次が祈り。』」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同上59頁）

　しかし神様に惚れるのはどうも簡単ではなさそうだ．

　「金，名声，五感の喜び，こういう経験をひととおり

終えた後でなけりゃ，っまり苦楽の経験を卒業しなけれ

ば，たいていの人は神様のことに熱中できないな．」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同上61頁）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ－ラ
　ラーマクリシュナは，父と言い，母と言い，遊戯と言

い，交接とさえも言う．これがもっとも典型的で生き生

きとしたヒンドゥ教だ，と私は思う．ここには婆羅門の

高踏的な態度はまったくなく，非婆羅門的な，すなわち

非アーリア的なドラヴィダ人の土俗文化のにおいがふん

ぷんとしている．ラーマクリシュナは，ヴィシュヌ教を

代表している．母の創造力，シャクティを強調し大実母，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タントリズム
カーリーを崇拝するところは，ヒンドゥ的密教とも言
　　シャクティ

える性力派の影響も強烈である．彼の言説が現代におけ

るヒンドゥ教の有様を端的に語っているのである．っい

に高踏的なバラモン教は長い時間をかけて，ヴェーダ時

代には異端視されていた土俗的なドラヴィダ文化を取り

込んでいったのだ．ここにヒンドゥ教が成立してきたの

だ．

　この高踏的なバラモン教から土俗的ヒンドゥ教への変

化に大きく影響したのが，叙事詩の編纂だった．世紀

400年頃には『マハーバーラタ』が，ほぼ現在の形にま

とあられた．この叙事詩はバラタ族の軍記物語である．

この中におさめられた「バガヴァッド・ギータ」は特に

有名で，インド人でこれを知らない人はいない．おびた

だしいヒンドゥ文献の中でただ一っをあげよと言われれ

ばこの「ギータ』を上げる人が多い．この作品によって，

それまで辺境におかれていた土俗的なヴィシュヌ神への

信仰がヒンドゥ教の中心的な神として一一ee脚光を浴びる

ことになったのである．その始まりは次のようである．

　ドリタラシュートラの長子ドゥルヨーダナはパーンドゥ

家の従兄弟たちの才を妬み，亡き者にしようと企てる．

長老たちの説得も甲斐なく，両軍合戦の時に至る．パー

ンドウ軍の雄アルジュナは，クリシュナ（実はヴィシュ

ヌ神の化身）の御す戦車に乗って両軍の間に割ってはい

る．

　こうしてヴィシュヌ神の化身クリシュナが，戦うべき

か戦わざるべきかと悩むアルジュナに，自分を一切勘定

に入れず勇敢に自己の本分を全うせよと諭し始めるとこ

ろから，この物語は始まっている．

　マハトマ・ガンジー（1869～1948）は，この『バガヴァッ

ド・ギータ』について次のように言っている．

「私にとって『ギータ』は，常に慰籍の源泉であった．

もはや一点の光明も見いだせないとき，私は『ギータ』

を打ち開き，その都度私を慰め，励ます詩句にであった

のである．運命の荒波が私に何一つ忌まわしい影を残さ

なかったのは，ひとえに，『ギータ』の崇高な教えによ

るといってよい．」

　　（中央公論社　完訳バガヴァッド・ギータ　267頁）

　それまでの婆羅門中心文化では決して大きな位置を占

めることのなかった土俗的な神ヴィィシュヌ神の人気は，

『ギータ』によって絶大なものとなり，これに伴って同

じく辺境におかれていたシヴァ神もまた熱烈に崇拝され

るようになった．こうしてブラフマンが宇宙を創造し，

ビシュヌがこれを維持し，シヴァがこれを破壊するといっ

た三神を中心とする信仰形態が成立した．またこれら三

神の配偶者サラスヴァティ（弁財天），ラクシュミー（吉

祥天），ドゥルガー（突迦天）への崇拝も高まった．これ
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らが今日のインドでは至る所で拝まれている．トラック

の運転手は，お好みの神様のブロマイドを運転席にベタ

ベタと貼り付けてハンドルを握っている．各派の寺院に

は参詣の人が絶えることはない．ガンガーの岸辺では遺

体がぼんぼんと言っていいほど焼かれている．またここ

には沐浴するための多くの信者が毎日詰めかけている．

　こうしてヒンドゥ教は気の遠くなるほどの長い年月と，

すさまじいばかりの思索の積み重ねによって，バラモン

教を完全に脱し今も生き生きとインドの人々の間に生き

続けているのである．

　Der　Hinduisumus　versucht　die　geistige　Erleuchtung　auf　Grund　von　dem　Prinzip，　dass“Du

bist　Es”．　Um　dieses　Prinzip　zu　verstehen，　suchen　wir　hier　erstens　den　Prozes　des　Zustanden－

kommen　von　dem　Hinduisumus．　Wie　ist　der　Hinduisumus　aus　dem　Brahmanisimus　zu　Stande

gekommen？
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